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グローバルマインドを培う教育実践と検証方法の改善 

－「ＳＭＡＲＴプログラム」の取り組みを通して－ 
 

龍岡 寛幸 ・ 坂本 善彦 

 

１．はじめに 

広島大学附属東雲中学校（以下，本校と略記）では，2001（平成 13）年度よりグローバル人材を育

成する資質・能力の原動である「グローバルマインド」を培う教育活動を模索し，実践している。本校

が捉えるグローバルマインドとは，「自分とは異なる考え方や価値観をもつ世界中の人たちに対して，

相手の気持ちを理解し，その上で自分自身のことを伝えたいと思える気持ちや伝えようとする意欲，

態度」のことである。これは，広島大学附属学校園研究推進委員会が提唱する問題解決能力やコミュ

ニケーション力，ICT 活用能力，主体性や協働性，異文化理解などのグローバル人材に求められる資

質・能力に通じる。グローバルマインドを培う教育活動を具現化するため，実際には「国際人になろ

う！」をキーワードとして，国際交流活動，ＳＭＡＲＴプログラム，教科等の授業の３つの教育活動

を展開している。これらのことは，グローバルマインドを培う本校の教育実践として，図１のように

表すことができる。 

 
図１ グローバルマインドを培う本校の教育実践 

 

ここでは，本校が実践してきた国際交流活動，ＳＭＡＲＴプログラム，教科等の授業の３つの教育

活動のうち，総合的な学習の時間を利用し展開してきた「ＳＭＡＲＴプログラム」の実践及び検証方

法について報告する。このＳＭＡＲＴプログラムの取り組みは，本校の多くの教育活動と密接に関係

しあって，ＳＭＡＲＴプログラムの成果として現れている。また，第１学年から第３学年の通常学級

及び特別支援学級といった全校で進めるプログラムであり，修学旅行や学習発表会，参観日や校外学

習など，多くの教育活動を取り込んだ活動となっている。なお，コロナ禍によって昨年度から修学旅

行での研究活動は行えていない。 
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２．東雲中学校が実践しているＳＭＡＲＴプログラム 

ＳＭＡＲＴプログラムは，グローバルマインドを培うことを目指して，2012（平成 24）年度より実

践してきた教育プログラムである。本節では，プログラムの概要及びその成果・課題について述べる。 

（１）ＳＭＡＲＴプログラムの概要 

ＳＭＡＲＴは，「東雲中学校（Shinonome）の生徒は，自らの使命（Mission）を自覚し，問題発見し

たことを現地で探究（Research）し，その過程において見通しをもった行動（Action）をとる旅（Tour）」

のことである。ＳＭＡＲＴプログラムの概要は，次の表１である。 

 

表１ ＳＭＡＲＴプログラムの概要 

時  期 内          容 

第１学年 

前 半 

自分の興味・適性について，研究テーマについて 

Pre Task Trip（広島市近郊） 

第１学年 

後 半 

Pre Research Tourに向けた 

研究テーマ・内容・方法の作成及び行程の計画 

第２学年 

前 半 

Pre Research Tour（呉市近郊，尾道市近郊ほか） 

研究のまとめ・提案及び交流 

第２学年 

後 半 

ＳＭＡＲＴに向けた 

研究テーマ・内容・方法の作成及び予備調査 

第３学年 

前 半 

ＳＭＡＲＴに向けた 

研究の再考及び行程の計画 

ＳＭＡＲＴ 

（６月） 

Task Trip ・・・ 京都近郊で行うミッションが朝発表され， 

それに向け京都に向かいながら行程を計画し，協働して遂行する。 

Research Tour ・・・ 紀伊半島を中心として各人の研究テーマを 

遂行できるように，協働して現地調査を行い，探究活動を展開する。 

第３学年 

後 半 

研究のまとめ 

研究の報告・交流 ～成果発表会（全校）～ 

 

また，このプログラムを順に並べると，ＳＭＡＲＴプログラム系統図として，図２のように表すこ

とができる。 

 

図２ ＳＭＡＲＴプログラム系統図 

 

ＳＭＡＲＴにおいて３年生が実践している主たる内容は，「Task Trip」と

「Research Tour」である。「Task Trip」は，４人グループそれぞれに京都近

郊で行う複数の Task が課され，その解決を目指して京都に向かいながら新幹

線での移動中に行程を計画し，協働して遂行する Tripである。Taskの内容は，

例えば，「嵐山を訪問している外国人の方に日本の印象をインタビューしなさ

い！」である。「Research Tour」は，紀伊半島（2019（平成 31）年度は，鳥

羽，白浜および岐阜）を中心に探究活動の拠点として，各人が設定したテーマを遂行できるように，

協働して現地調査を行い，探究活動を展開する Tourである。これまでの実践例として，Ｋさんは観光
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地とゆるキャラの関係について関心を示したことを研究動機として，「ゆるキャラは，城にどのような

影響を与えているのだろうか」を研究テーマに設定した。現地での取材や体験活動をもとに仲間と協

働して，得られた知見をもとに，広島城をアピールできるようなゆるキャラの提案という一連の研究

活動を行った。 

 

（２）ＳＭＡＲＴプログラムによる実践の成果と課題 

これまでの第３学年の生徒に対する事後アンケート調査の結果によると，「仲間と協力して的確に状

況判断し，積極的に問題解決をすることができた」や「研究の成果をきちんと分析・整理し，発表方法

を工夫してわかりやすく報告することができた」の項目について，８割以上の生徒が肯定的に回答し

ている。このことは，広島大学附属学校園研究推進委員会の中学校・高等学校部会（以下，部会）が提

唱する問題解決能力やコミュニケーション力の向上を示唆している。これらの資質・能力の向上は，

本校の教育全般による成果であるが，ＳＭＡＲＴプログラムの実践はその一助になっていると判断で

きる。また，2018（平成 30）年度には，部会が提唱するグローバル人材に求められる資質・能力のル

ーブリックに照らして，第２学年での生徒の動向を調査した。その結果，「課題を作る」ことについて，

さらなる支援が必要であることが明らかになった。そこで，2019（平成 31）年度には，「課題を作る」

ことに対する指導改善と検証方法について再考した。さらに，2020（令和２）年度は，第２学年の調査

に加えて，第１学年に対しても部会が提唱するグローバル人材に求められる資質・能力のルーブリッ

クに照らして，生徒に対するアンケートを作成・実施し，ＳＭＡＲＴプログラムの系統的な指導法の

検証を行った。 

 

３．Pre Research Tourの課題設定に向けた指導の改善 

これまでの Pre Research Tourでは，広島県内の調査場所を発表してから各生徒に課題設定をさせ

ていた。この場合，各生徒の興味・関心よりも，調査場所でできる内容を優先した課題設定が多くみ

られた。また，各生徒の興味・関心を再認識させるような時間が確保できていなかったことから，課

題設定に向けての指導についても問題があったと考えられる。このため，本当に深めたい課題設定を

することに対して難しさを感じる生徒が多かったと思われる。そこで，Pre Research Tourに関する

指導の在り方を再検討し，実施したものを報告する。 

まず，各生徒の興味・関心がどこにあるのか，文化・自然・経済・食などの大きなテーマで再認識さ

せる時間を確保した。これをもとに，「郷土」グループと「環境」グループを設定し，調査場所を発表

した。このことで，解決したい課題の大きな柱を意識させながら，調査場所でできる具体的な課題を

設定させた。 

 

４．改善した指導の検証 

本節ではまず，部会で作成したルーブリックをもとに 2018（平成 30）年度に作成したアンケートの

改善について述べる。次に，2019（平成 31）年度に実施したアンケート調査をもとに，検討した今後

のＳＭＡＲＴプログラムの指導法について述べる。 

（１）ルーブリックをもとにした評価材の改良 

ＳＭＡＲＴプログラムの実践は，主として問題解決能力，コミュニケーション力の２つの能力向上

を指向した教育活動である。2019（平成 31）年度は，部会で作成したルーブリック（表２）を参考に，

2018（平成 30）年度作成した５件法の回答及び自由記述を併用したアンケートのうち，「課題を作る」

項目について，改善した指導法を評価できるように改良した。なお，本実践は第２学年終了段階にお

ける生徒の実態を明確にすることが課題であるため，中学校第１・２学年のルーブリックを示す。ま

た，図３に，改良したアンケートを示す。「課題を作る」ことに対応す

る質問を，【課題設定は難しかったですか】以外に，【自分の興味・関

心に従って課題設定ができましたか】と【課題を設定するときにため

になったことはなんですか】の２項目を増やし，改善した指導の有用

性を評価できるアンケートとした。また，第３学年でのＳＭＡＲＴに

おける Research Tourの課題設定についての質問を増やすことで，Ｓ

ＭＡＲＴプログラムの継続性を確認できるようにした。 
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表２ グローバル人材育成のルーブリック（中学校第１・２学年） 

問  題  解  決  能  力 

Ｓ 
（期待以上である） 

身近な事象に関連する課題に対して，探求の方法を適切に用いて 
多面的に考察し，解決策を考え，説明することができる。 

Ａ 
（十分満足できる） 

身近な事象に関連する課題に対して，探求の方法を適切に用いて 
多面的に考察し，解決策を考え，まとめることができる。 

Ｂ 
（おおむね満足できる） 

身近な事象に関連する課題に対して，探求の方法を用いて考察し， 
自分の意見を加えてまとめることができる。 

Ｃ 
（さらなる努力を要する） 

身近な事象に関連した課題に対して，探求の方法を用いて考察し， 
まとめることができる。 

 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 

Ｓ 
（期待以上である） 

集団の中で，意見の異なる他者との間で，自分の意見を述べたり 
他者の意見を聞いたりして建設的な議論をすることができる。 

Ａ 
（十分満足できる） 

集団の中で，他者に配慮して自分の意見を述べたり他者の意見を 
聞いたりして議論を深めることができる。 

Ｂ 
（おおむね満足できる） 

集団の中で，自分の意見を述べたり他者の意見を聞いたりして 
話し合いをすることができる。 

Ｃ 
（さらなる努力を要する） 

集団の中で，自分の意見を述べるか他者の意見を聞くかの 
いずれか一方で留まっている。 

 

 

  
 

図３ 2019年度に実施したアンケート 

龍岡寛幸・坂本善彦（2022），「グローバルマインドを培う教育実践と検証方法の改善 －「ＳＭＡＲＴプログラム」の取り組みを

通して－」，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 51集」，82－88． 



 

86 

（２）改善した指導法の検証 

改良した評価材としてのアンケートの妥当性や東雲中学校の教育実践を向上させる視点を得るため

に，図３のアンケートを実施した。アンケートは，調査活動実施の翌登校日に一連の取り組みをふり返

る際に実施した。 

   目 的  (1) ルーブリックの活用につながる評価材として適しているか判断すること 

(2) 生徒の実態を把握する評価材として適しているか判断すること 

(3) 今後の指導法を検証可能にする評価材として適しているか判断すること 

   実施時期 2019（令和元）年６月 17日（月） 

   対 象  東雲中学校第２学年 80名（男子 40名，女子 40名） 

   実施段階 第２学年前半で実施予定の Pre Research Tour（呉市近郊・宮島） 

         

〔目的－(1) ルーブリックの活用につながる評価材として適しているか〕 

 2018（平成 30）年度同様，生徒の活動を教師が見とり励ます評価に加え

て，生徒自身が５段階で自己評価することで，ルーブリックの到達度を判

断しやすいことが確認できた。また，自由記述の欄に生徒が書いてある文

章の分析から，問い方に対して生徒が混乱して回答した質問がなかったこ

とやルーブリックの段階が特定できる判断材料となる表現なども再確認

できた。 

 

〔目的－(2) 生徒の実態を把握する評価材として適しているか〕 

 それぞれの質問に対する５件法の回答を，１点～５点として集計した。そのときの平均値を５点満点

で百分率表示した値を，通過率として表３に示す。 
 

表３ アンケートの結果（通過率） 

質  問 
質問①課題作り 質問② 

興味・関心 難しさ ためになったこと 事前調査 

通過率（％） 85.0 26.3 
興味・関心 

89.0 

友だちや先生 

55.0 

調査場所 

64.0 
77.6 

質  問 
質問③ 質問④ 質問⑤ 質問⑥ 質問⑦ 
当日調査 ふり返り ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 課題の継続 興味・関心の変化 

通過率（％） 89.9 87.4 84.9 83.5 74.7 

 

 今回改善した指導によって，「課題作り」については，各生徒の興味・関心に合わせて課題を設定でき

ることが確認できた。一方で，具体的な課題設定の行いやすさについては，さらなる指導法の改善を要

することが明らかとなった。また，質問⑥の【今回の課題をさらに深めたい】に対しては，８割以上の

通過率から，ＳＭＡＲＴプログラムとしての継続性をより意識できるように改善できていると思われる。

質問⑦の【興味・関心は変化しましたか】については，今回の調査で視野が広がることで，興味・関心

が深化したという自由記述が多かったことから，肯定的な変化であるととらえることができる。 

 

〔目的－(3) 今後の指導法を検証可能にする評価材として適しているか〕 

 中学校卒業時に到達する問題解決能力やコミュニケーション力を，より質

を高く向上させるために，今回の中学校第２学年の生徒実態の把握を参考

に，各学年における到達目標の再設定と指導法および評価方法の検討へと広

げていく必要がある。具体的には，「課題作り」では，第２学年後半から第

３学年前半で実施する Research Tour の課題作りの指導に重点をおく必要

性が示唆される。また，第１学年から第２学年への Pre Research Tour にお

ける課題作りの指導を工夫する必要性も示唆される。 

これらの結果から，引き続き第２学年の生徒にアンケートを実施し，ルーブリックをもとに自己

評価させるとともに，第１学年の生徒にもルーブリックをもとにアンケートを作成・実施すること

で，グローバル人材育成に向けてさらに系統性を重視したＳＭＡＲＴプログラムを検証していく。 
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５．課題設定に向けた第１学年の取り組み 

これまで Pre Task Trip では，研究調査のスキルを身に着けることを目的に，インタビュー調査を

課題の中に取り入れていた。しかし，コロナ禍での実施は難しくなった。そこで，Pre Research Tour

から Research Tourの２年間を通じて，生徒が研究したい課題を設定させるための土台となる内容に

変更して，実施した。具体的には，班ごとに「広島の魅力発見」分野と「実地探索での発見」分野の２

つのジャンルから選択して，それぞれを表す写真を撮り，報告ポスターを作成させた（図４）。一連の

学習活動の前に，「選ぶ」「深める」「ひきつける」「伝える」および「見通す」の５つのキーワードで，

報告ポスターをまとめる視点を伝えた。 

 

図４ TaskＢの内容および報告会 

 

図５に，2020年度に第１学年に実施したアンケートを示す。以前から実施している第２学年のアン

ケートと同様，部会で作成したルーブリック（表２）を参考に，５件法の回答及び自由記述を併用し

たアンケートを用いて評価した。 

  

図５ 2020年度に第１学年に実施したアンケート 
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それぞれの質問に対する５件法の回答を，１点～５点として集計した。そのときの平均値を５点満

点で百分率表示した値を，通過率として表４に示す。 

 

表４ アンケートの結果（通過率） 

質  問 
質問① 質問② 質問③ 

コミュニケーション 「深める」「選ぶ」 「ひきつける」「伝える」 

通過率（％） 92.7 60.2 74.9 

質  問 
質問④「見通す」 

「広島」再発見 研究テーマ 研究の方向性 

通過率（％） 84.9 76.8 64.4 

 

 今回実施した取り組みによって，「コミュニケーション」については，第１学年の段階で高水準に

達成していることがわかった。また，「深める」「選ぶ」「ひきつける」「伝える」および「見通す」の５

つのキーワードを提示して指導したことで，今後の研究について自分の研究テーマを決めて発信して

いく一連の研究を見通すことができたと思われる。今後は，第１学年から第２学年への効果的な指導

法を考案して，系統的にグルーバル人材を育成するＳＭＡＲＴプログラムへと発展させていきたい。 

 

６．おわりに 

 本校のＳＭＡＲＴプログラムは，グローバル人材に求められる資質・能力の原動であるグローバルマ

インドを培うことをめざした教育実践である。この実践は，グローバル人材育成推進会議（2012）で示

されたグローバル人材の要素と密接に関連していることに意義を見いだせる。また，全校で組織的・計

画的に探究するプログラムであることも大きな価値である。 

本稿ではまず，部会で作成したルーブリックをもとに 2018（平成 30）年度に開発した中学校第２学年

を対象とした評価材を改良した。次に，改良した評価材を用いた調査を通してＳＭＡＲＴプログラムの

指導法を改善するための視点が得られることも確認できた。また，第１学年の学習内容を修正し，第２

学年で実施した評価材を参考に，第１学年での評価材を作成して，生徒の到達度をはかるとともに修正

した学習内容について評価した。今後は，各学年における到達目標の再設定と指導法および評価方法の

検討に向けて，ＳＭＡＲＴプログラムのさらなる内容の充実を目指していきたい。 
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